





























































































































































































































影響します。「文化的自己観」（Markus & Kitayama, 1991）という考え方です。






































　Lambert & Gardnerの一連の調査研究（Lambert & Gardner,1972, 1985）で























































































































































究（Bailey, 1983）、 専門職の移民の経験と化石化についての研究（Schmidt, 









ンダーについての研究（Pavlenko et al., 2001）、米国のメキシコ系家族の言語


















































（Polanyui, 1995; Twombly, 1995; Talburt & Stewart, 1999）は留学生の体験
談をもとにセクハラ現象について分析しています。ロシア、フランスへの留学
生を対象にした研究（Pellegrino, 2005; Kinginger & Whitworth, 2005）は米
仏の文化・社会における女性・男性に関する主観的立場を詳しく分析していま
す。また、フランス、アルゼンチンへの留学生を扱った研究（Sharon & 
Wilkinson, 2002; Isabelli-Garcia, 2006）は、L2文化・社会とL1文化・社会を
比べ、前者より後者の方が進んでいる・優れている、という考えが維持され、
国家的アイデンティティが強化された、と分析しています。
　日本人を対象にした研究（Piller & Takahashi, 2006; Sharin, 2001）もあり
ますが、欧米の留学生を対象にした研究とはかなり異なる結果を報告していま
す。オーストラリアへ数か月から数年間の留学をした20〜40歳の日本人女性



















属意識と発音について調べた一連の研究（Gatbonton, Trofmovich, & Magid, 
2005; Gatbonton, Trofmovich, & Segalowitz, 2011） に つ い て 話 し ま す。























































Dörnyei （2009）のL2動機づけ自己システム（L2 Motivational Self System）
があります。このモデルは、自己決定理論（self-determination theory）の枠
組み（Higgins, 1987; Markus & Nurius, 1986）を援用したものです。自己決








す。Dörnyeiのモデルでは、重要な概念として理想L2自己（the Ideal L2 self）
と義務L2自己（the Ought-to L2 self）の２つの要素を中心におき、さらに３















習者を対象にしたDörnyei, Csizér & Németh （2006）、Csizér & Kormos （2009）
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